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私立幼稚園における実効のある保育目標に関する
保護者への説明手順の開発
横松　友義
　本研究では，実効のある保育目標に関して，すでに明確化している私立幼稚園におけるア
クション・リサーチによって，出席保護者の過半数がそれらの保育目標に価値を実感したり
保育にかかわる意欲や前向きさを示したりすることができる，保護者への説明手順を開発す
る。開発された説明手順は，次の通りである。講演会講師は，その園の実効のある保育目標
明確化で協働した保育目標研究者とし，配付資料には，背景にある教育基本法の幼児教育の
目的と学校教育法の幼稚園教育の目的・目標についての説明内容と，その内容を背景に持っ
て成立する実効のある保育目標のすべてを示す。そして，保育目標それぞれについて説明す
る時には，必ずその達成のための具体的実践例をあげる。これらを基本部分とした上で，講
演時間と園の状況に応じて，実際の講演内容は構成する。
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１ ．幼稚園カリキュラム・マネジメントを適切に実
施するための保育目標に関する留意事項
　カリキュラム・マネジメントとは，学校が教育関
連法規や自校の特色を踏まえて教育目標を明確化
し，その実現のための内容・方法の全体を計画し，
職員同士あるいは職員と保護者等が協働して，教育
を実施し，評価し，改善していくことであるととら
えることができる。このカリキュラム・マネジメン
トの研究が，幼稚園教育の分野でもようやく重視さ
れるようになってきた。例えば，文部科学省の幼児
教育課は，平成27年度の幼稚園教育理解推進事業の
第１の協議主題として，「幼稚園教育要領の理念を
実現するための，各幼稚園における教育課程の編
成，実施，評価，改善の一連のカリキュラム・マネ
ジメントの適切な実施について」を設定し，「全て
の都道府県において研究協議等を行う」こととして
いる1）。
　この「幼稚園教育要領の理念を実現する」「各幼
稚園における」「カリキュラム・マネジメント」を
適切に実施するためには，各幼稚園は，組織として，
次の三つのことを実現する必要があると考えられ
る。一つは，その園の職員が，幼稚園教育要領の背
景にありその正当性を保証している，教育基本法と
学校教育法の関係規定を正しく理解した上で，幼稚
園教育要領と保育実践の意味を解釈できることであ
る。今一つは，その園が，自園の特色を生かした保
育実践を生み出すことができることである。さらに
今一つは，その園の保育目標を明確で実効のあるも
のにすることである。なぜなら，保育目標があいま
いな場合，それらを実現するための教育課程（教育
の全体計画）の編成→実施→評価→改善のサイクル
（ＰＤＣＡサイクル）を回すこと，すなわち，カリ
キュラム・マネジメントは，そもそもできないから
である。この点については，矢藤も次のように述べ
ている。「組織におけるＰＤＣＡサイクルは，漫然
と回転しているものではなく，一定の方向性をもっ
てその過程が進められるものである。一定の方向性
とは，保育所や幼稚園がそれぞれ組織としてもって
いる，価値，目的，目標やねらいなどである。何を
めざして保育しているのかという根本的な問いがな
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おざりにされると，このサイクルは迷走し，らせん
状の向上など望めない。2）」こう述べた後，矢藤は
さらに次のように述べる。「具体的にいうと，園の
保育の理念や目標である。園の目標を明確にして，
目標に従ってカリキュラムを構成して実践を進め，
目標に照らして評価するというマネジメントが不可
欠となる。3）」
　この三つのことを実現するためには，各幼稚園が，
組織として，次の条件を満たす保育目標の設定が必
要であるといえる。すなわち，一つには，幼稚園教
育要領の前提にある保育目標に関する学校教育法の
規定とさらにその前提にある幼児教育の目的に関す
る教育基本法の規定を理解し，それらの点から納得
でき，今一つには，園の特色を生かすことができ，
さらに今一つには，明確で実効のある保育目標の設
定が必要になる。
　これらの条件を満たすものとしてあげられるの
が，山中ら4）や橫松5）が明確化しようとしている「実
効のある保育目標」である。横松は，「実効のある
保育目標」に関する山中らのとらえ方に基づき，「実
効のある保育目標」といえる条件を次の３点に整理
している。すなわち，「教育基本法の観点，すなわ
ち，教育あるいは人生の目的という観点から納得で
きる」という条件と，「学校教育法の観点，すなわち，
５領域にわたる幼児の心身の発達を助長するという
観点から納得できる」という条件と，「保育の実際
に対応するという条件」である6）。なお，「保育の
実際に対応する」とは，保育目標案がそれまで園の
創り上げてきた保育実践に関する資料から導き出さ
れ，成立したそれぞれの保育目標とその達成のため
の保育実践との関係が明確であるということであ 
る7）。
　この「実効のある保育目標」を各園において明確
にした後に必要になるのが，職員・保護者等関係者
がそれらを共有することである。なぜなら，それを
共有することができなければ，中留8）や田村9）が，
カリキュラム・マネジメントの基軸としてあげてい
る，教育の目標・内容・方法上の連関性の確保と学
校内外の協働性の創造が，困難になるからである。
つまり，各幼稚園において，職員・保護者等関係者
がこの「実効のある保育目標」を共有することが，
カリキュラム・マネジメントの実現上，不可欠にな
ると考えられるのである。
　なお，学校種の中で，幼稚園においては，子ども
の状況に応じて柔軟に短期指導計画を変更すること
が大切にされており，当然，このことを重視するカ
リキュラム・マネジメントが必要になる。また，「カ
リキュラム・マネジメント」という用語ではなく，
前述の田村10）のように，「カリキュラム」と「マネ
ジメント」を一体ととらえる立場から「カリキュラ
ムマネジメント」という用語を用いる研究者も存在
するが，両者の実施内容に違いはないと考えられる
ので，本研究では，今日一般的に行政文書で用いら
れている「カリキュラム・マネジメント」という用
語を用いる。
２．本研究の目的と方法
　先行研究を調査すると，幼稚園カリキュラム・マ
ネジメント手順に関する研究は，これまで私立に範
囲を限定して進められてきている。まず，山中らが，
保育の実際に対応し，かつ，所属保育者が法規的に
も教育思想的にも納得できるという条件を満たす保
育目標のことを実効のある保育目標ととらえ，私立
幼稚園におけるアクション・リサーチによって，次
のような明確化手順を開発している11）。最初に，園
の保育に関する資料を収集する。それらの資料から
保育目標案を導き出し，教育基本法及び学校教育法
の観点から検討し修正し，保育目標として明確化し
ていく。そして，その作業を，園の経営方針で保育
目標の妥当性を決定する立場にある園長の承認を
もって，終了する。続いて，横松は，選定した６私
立幼稚園でのアクション・リサーチをとおして，そ
れらの職員の過半数に実効のある保育目標明確化の
必要性が理解できる説明資料の概要を開発してい
る12）。同様に，同６園でのアクション・リサーチを
とおして，山中らの開発した手順をより実用的でよ
り多くの私立幼稚園において有効な手順に発展させ
ている13）。すなわち，園の保育に関する資料から保
育目標案を作成する際に，既存資料をできる限り活
用すること等によって，より実用的なものにしてい
る。それと共に，事前に園長対象に実効のある保育
目標案を検討・修正する際の考慮事項を調査し把握
して，保育目標案をその考慮事項の観点から実際に
検討・修正する作業を加えることによって，全対象
私立幼稚園に有効なものにしている。さらに，彼は，
私立幼稚園における実効のある保育目標明確化手順
の類型化方法について研究し，その成果を踏まえて，
各私立幼稚園園長が実効のある保育目標の明確化を
適切にカリキュラム・マネジメントにつなげるため
の留意点について考察している14）。
　山中らや横松がアクション・リサーチを実施した
のは，私立幼稚園である。私立幼稚園については，
一般に，設立の精神をもっており，それを実現しよ
うとするといわれると共に，公立幼稚園のように一
定期間ごとに管理職の人事異動があるわけでもな
い。こうした点は，現実の経営においては，無視で
－ 37 －
私立幼稚園における実効のある保育目標に関する保護者への説明手順の開発
きないことである。したがって，本研究では，先行
研究成果を活かして，明確化した実効のある保育目
標を職員・保護者等関係者間で共有する手順を開発
するために，すでに横松の示す手順15）で，園長の
選定した職員が，保育目標研究者と協働して，実効
のある保育目標を明確化している私立幼稚園におい
てアクション・リサーチを実施し，次の到達点に至
ることの可能な，実効のある保育目標に関する保護
者への説明手順を開発する。その到達点とは，出席
保護者の過半数が，それらの保育目標に価値を実感
したり保育にかかわる意欲や前向きさを示したりす
るということである。このことを目指す到達点とし
て設定したのは，次の理由からである。一つには，
執筆者の保育現場での経験から，説明された保育目
標について価値を感じて，自らの保育への意欲や前
向きさを持つようになる形で，保護者による保育目
標の共有が進んでいくと考えられるからであり，今
一つには，少なくとも出席保護者の過半数が，その
ような価値実感や意欲や前向きさを示す説明会を実
現したいからである。なお，ここにおいて，回答保
護者の過半数でなく出席保護者の過半数としたの
は，説明された保育目標に価値を実感しなかった保
護者や保育目標についての説明を聞いても保育に関
わる意欲や前向きさの生じなかった保護者が，アン
ケートに協力しなかった可能性が十分に考えられる
からである。
　行う保護者への説明会の講師及び内容について
は，横松の研究が参考になる。彼は，幼稚園におい
て，実効のある保育目標が明確化されていれば，「そ
の園の保育についての考え方が，その背景にある教
育の目的ないし人生の目標と関連づけられることに
よって，保育者は幼児を導く一定の方向性を得るこ
とができるので，園の保育についての考え方をより
深くより連関性のあるものにすることができ」，「幼
児の向かう方向性を見通した上で幼児を導くという
考え方を持てることにより，園の保育についての保
護者の共通理解を促し，園の保育についての保護者
の共感を促したり保護者の保育にかかわる意欲を高
めたりすることが期待できる」と考える16）。彼のこ
の見解の後半部分は，私立御南保育園において，乳
幼児の教育面の目標が，園の保育に関する資料から
案出され，教育基本法の観点から検討・修正されて
明確化され，講演会において保護者に説明されて，
その後に行われた保護者対象のアンケート調査17）
の結果及び考察から，類推されている18）。この講演
会19）では，説明者は，園の保育目標明確化で協働
した外部の研究者である。その外部研究者が，保護
者対象に，約１時間30分，教育基本法における幼児
教育の目的について説明し，その説明内容を背景に
持つものとして園の保育目標を提示し，そのそれぞ
れについて説明する際には，達成のための具体的な
保育実践にかかわる映像をプロジェクターで示した
り具体的保育実践を口頭で説明したりしている。な
お，講演会前に，講演概要を示すレジュメも配布し
ている。
　この講演会の講師及び内容を参考にして，アク
ション・リサーチを次のように計画した。講演会の
講師は，その園の実効のある保育目標明確化で協働
した保育目標研究者（今回は執筆者）とする。配付
資料には，背景にある教育基本法の幼児教育の目的
と学校教育法の幼稚園教育の目的・目標についての
説明内容と，その内容を背景に持って成立する実効
のある保育目標のすべてを示す。この配付資料に
沿って説明を進める際，保育目標それぞれについて
説明する時には，必ずその達成のための具体的実践
例をあげる。これらを基本部分とした上で，対象私
立幼稚園からいただいた講演時間と園の状況に応じ
て，実際の講演内容は構成する。そして，アンケー
ト調査により，講演実施後に前述の到達点に至るこ
とができたかを確認し，もし確認できなければ，計
画を作り直して実施する。
　なお，研究対象私立幼稚園から，園が特定されな
いよう配慮して，「実効のある保育目標」を研究論
文において公表することを，また，保護者から，個
人が特定されないよう配慮して，アンケート結果を
研究論文において公表することを，了承されている。
　ここで，アクション・リサーチ結果を解釈・検討
する観点について明確にしておく。周知の通り，ア
クション・リサーチは，一般化された法則を明らか
にすることよりもむしろ，現実の変革を目指すもの
である。したがって，秋田20）が整理しているように，
結果については，問題解消の「有効性」，コスト・
パフォーマンス等からの「実用性」，場を共有する
人や類似場面にいる人の「受容性」の観点から解釈
すると共に，その検討は，「同じデータを分析した
ときにどの程度同じ結論にいたるかという内的一貫
性としての信頼性」の観点から行うことが妥当であ
るといえる。その成果は，他者に受容・活用されて
いくことをとおして，より適用範囲の広い，より一
般的なものへと発展していくものである。
３ ．Ａ幼稚園における実効のある保育目標に関する
保護者への説明の実施とそれをとおして保護者に
生じた意識の分析及び考察
１ ）対象保護者と実効のある保育目標に関する説明
実施の概要
－ 38 －
横松　友義
　すでに実効のある保育目標を明確化しているＡ幼
稚園において，2013年９月11日に，午前９時30分頃
から約１時間半，母親を対象にした講演会を実施し
た。出席した保護者は，45名程度である。今回の講
演では，その基本部分に加えて，保育目標を総括し
てその全体像を簡潔に表現するものとして，目指す
子ども像も示した。なお，講演開始前に，レジュメ
Ａ４版用紙２枚を配布した。
２）配布レジュメの概要
　配布レジュメの題名は，「Ａ幼稚園の教育をより
深く理解するために」であり，見出しは次の通りで
ある。「１．一生という観点から見た幼児教育の目的
─教育基本法より─」，「２．人格完成へ至る過程に
ついての参考資料」，「３．幼児の生活の尊重という
観点から見た幼稚園の目的─学校教育法より─」，
「４．Ａ幼稚園が目指すこと」，「５．Ａ幼稚園が目
指す子ども像」である。なお，実際のレジュメでは，
Ａの部分にはこの園の園名が記述されている。以下
も同様である。
　１においては，教育基本法により，わが国におけ
る幼児教育の目的は，人格完成へ至るための基礎を
培うことになっていることを述べている。
　２においては，人格完成へ至る過程についての参
考資料を次のような考え方により示している。「教
育基本法は，生涯学習を理念としているので，教育
の目的としての人格完成は老年期に実現すると想定
できる。そして，この人格完成に至るような理想的
人間は，人生の発達課題を当然達成しているし，こ
れまで理想的な成熟の仕方として言われてきたこと
も当然達成しているであろうと想定できる。」こう
した考えから，次の３点が参考資料として示されて
いる。
　まず，人生において身に付けていく必要がある発
達課題についてのエリック・エリクソン21）の考え
方（津守真22）の解釈）が次のように示されている。
「希望（乳児期）→意志（幼児前期）→目的意識（幼
児後期）→有能性（児童期）→所属集団への忠誠（青
年前期）→愛（青年後期）→育てる（壮年期）→知
恵（老年期）」なお，幼児後期にかかわって，目的
意識を身につけていく姿から子どもの天分を見抜く
ことが大切であるという私解も，口頭で付け加えて
いる
　次に，これまで30歳以降の理想的な成熟の仕方と
して言われてきた論語の考え方について，理解しや
すくすることを意図して，次のように解釈して説明
している。「社会的に自立する→かなり普遍的な価
値観を身につけ，平常心で生きることができる→置
かれた状況の中で，自分の特長・力を踏まえて，な
すべきことが分かる→人の話が聞ける→思うままに
行動していきすぎがない」「（※こうした成熟に向
かうことのできる人間に育てる必要がある）」なお，
この過程は，エリック・エリクソンの「育てる」か
ら「知恵」への過程に対応するものとして示されて
いる。
　さらに，80歳後半以降に絶望に至らないために
必要な生き方や心についてのジョアン・エリクソ
ン23）の考え方が次のように説明されている。「・心
身の健康を維持する（※　自分の健康管理ができ，
体力・気力のある人間に育てる必要がある。）」「・
美しい物への感性とそれを表現しようとする心（※
　美しい物や素晴らしい物や驚くような物に心を動
かす感性を育てる，それを表現する人に育てる必要
がある。）」「・謙虚さ（※　他に生かされている感覚，
他に気づかせていただいているという感覚［感謝に
つながる感覚］を育てる必要がある。）」「・できる
だけ他に依存せず，他に与えることを生き方の基本
にする（※　自分で自分の健全な生活を作り，他の
ための（「に」の間違い…執筆者注）活動する人間
に育てる必要がある。）」
　なお，これら３点は，内容面からと共に，その原
文和訳の出典が現在も購入でき，一般によく知られ
ているという観点から選択されている。なぜなら，
こうしたことに使用できる時間に制約がある現場の
変革を第１の目的とした場合，実際に現場で活用で
きる資料であることが重要であるからである。
　３においては，学校教育法により，幼稚園は，幼
児の全面的発達を助長することが目的になっている
ことを述べている。
　４においては，これらのことを背景に持った上で，
Ａ幼稚園が次のことを目指すことを示している。○
「神と周りの人たちに愛されていると感じられる子
どもに育てる。」○「神に感謝する心を子どもに培
う。」○「自分で選び，選んだことを成し遂げよう
とする子どもに育てる。」○「素直に自分自身を表
して共に生活する子どもたちに育てる。」○「周り
の人への思いやりと助け合う心を子どもに培う。」
○「命ある動植物を大切に扱いお世話する子どもに
育てる。」○「基本的生活習慣とマナーとルールの
身についた子どもに育てる。」○「四季の自然に興
味を持ち，四季に応じて遊び生活できる子どもに育
てる。」○「世界の人々の幸せを求める心を子ども
に培う。」
　５においては，以上から，Ａ幼稚園が目指す子ど
も像が次のように示されている。「神に愛されてい
ると実感し，自分の選んだことができることを知り，
自分が好きになっている。だから，自分らしく，同
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時に，友だちや生き物も大切にしながら，自分自身
で生活を創っていける。そうした子ども像が，Ａ幼
稚園の目指す子ども像である。」
３）調査の手続きと内容
　講演開始前にレジュメと共に，対象保護者に自由
記述のアンケート用紙（Ａ４版用紙１枚）を配布し
た。そこには，「―保護者の皆様へ　アンケート記
入のお願い―」と題した上で，「今日の講演の感想
や親として参考になったことや質問など，下記欄に
ご記入くださいますよう，お願いいたします。」と
いう依頼文を記入している。アンケートを自由記述
にしたのは，保護者の生の声から講演後に生じた具
体的意識内容を確認するためである。
　アンケート用紙は，講演後記入していただいて回
収した。回収率は，講演会の参加者45名程度に対し
て，回収用紙が37枚であったため，約82％である。
４）回答内容の分析の観点
　本説明の目指す到達点とは，出席保護者の過半数
がそれらの保育目標に価値を実感したり保育にかか
わる意欲や前向きさを示したりするということであ
る。したがって，回答内容の分析の観点を次の２点
とする。
　a）講演後，保護者は，園の保育目標，あるいは，
その背景にある人格形成観ないし発達支援観につい
て，価値を感じたり共感したりしているか。
　b）保護者は，園の保育目標，あるいは，その背
景にある人格形成観ないし発達支援観についての講
演を聞いた後，保育にかかわる（保育そのことや保
護者としての自己成長への）意欲や前向きさを示し
ているか。
　なお，明らかな誤字については訂正し，分析する。
５）数量的分析と考察
（１）目的
　a）～ b）で述べている意識が生じている保護者数
を数量化する。
（２）分析の基準について
　a）～ b）に関する記述内容に注目し，その中に次
のキーワードがあり，しかもそのキーワードを肯定
的に記述している保護者を該当者とする。
　a）…「素晴らしい」「貴重」「大切」「大事」「重要」
「感謝」「必要」「勇気づけられる」「望んでいる」
「ためになる」「力になる」「参考になる」「勉強に
なる」「納得」「興味深い」「うれしい」「良い or い
い」「おもしろい」「深くうなずく」「うなずける」
「（できていないことに）反省する」「実感」「感じ
る」「もっと２～聞きたい」「先生のお話をもっと聞
いていたい」「もっと先生のお話を理解したい」「夫
にも先生のお話しを聞かせたい」「（講演を聞いて）
私の思いや考えは間違っていない（と判断する）」
「（園の目指すことは）可能であると確信いたしま
す」「子供を…幼稚園に行かせようと思う」「（Ａ幼
稚園のような教育を行う小中学校があるといいとい
う記述）」
　b）…「努力」「頑張る」「目標にする」「～してい
く（［動詞＋ていく or てゆく］を含む）」「～したい
（［動詞＋たい］を含む）」「動詞＋よう or こう」「～
してあげる」「～になれたら」「～出来ればいい」「～
していけたらいい」「押しつけてはいけないと改め
て思う」「動詞＋てみたい」「（重要な子育てという
仕事が与えられていることに）有難みを感じる」「重
く感じる事が…少し楽になる」
　なお，キーワードが動詞，形容詞，助動詞で終わ
る場合，語尾が未然形，仮定形，命令形以外のもの
も含む。キーワードの漢字部分がひらがなのものも
含む。
（３）結果と考察
　第１に，29名の保護者が，園の保育目標，あるい
は，その背景にある人格形成観ないし発達支援観に
ついて価値を感じたり共感したりしていることを示
す記述をしている。これは，全回答者の約78％であ
り，全出席者の約64％である。
　第２に，19名の保護者が，保育にかかわる意欲・
前向きさを示す記述をしている。これは，全回答者
の約51％であり，全出席者の約42％である。
　第３に，35名の保護者が，第１と第２に述べた２
点の内の最低１点について記述し，程度の差はあれ，
価値実感・共感あるいは意欲・前向きさを示してい
る。これは，全回答者の約95％であり，全出席者の
約78％である。
　以上から，本調査において，出席保護者の過半数
がその保育目標に価値を実感したり保育にかかわる
意欲や前向きさを示したりしていることを確認でき
た。
６）質的分析と考察
（１）目的と分析の対象
　ここでは，本講演の講師及び内容によって，目指
す意識が生じた実際を確認する。そのために，本講
演の講師及び内容とのかかわりで，目指す意識が生
じていることを示す記述の中から，両者のかかわり
方が分かりやすい記述を選択して分析対象とする。
（２）結果と考察
　ある保護者の次の記述は，簡潔に論じたり楽しく
分かりやすく話したりする訓練をしている研究者が
説明したことが，目指す意識を生じさせたことを示
していると考えられる。「子供がいて集中して聞く
ことができませんでしたが，とても楽しく分かりや
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すく勉強になりました。自分の小さい時も振り返り
納得する部分がありました。」「今，子育てをしてい
ると忙しさにかまけて目の前にある事をしているだ
けになってしまっているので，日常的に子供の将来
を考えながら行動できるように努力したいと思いま
す。子供の事をよく見て何がむいているのか，とて
も難しいですが頑張りたいと思います。」
　ある保護者の次の記述は，保育目標の背景にある
人格形成観についての説明から，目指す意識が生じ
ていることを示しているといえる。「幼児教育が人
生を全うしていく上でいかに大事なものかというこ
とが良く分かりました。」「子供に向き合う時間がお
ろそかになっていることを反省しました。これから
はもっと子供に関わる時間を増やして，子供の特性
を見極め，自分の価値観をおしつけるのではなく，
子供の意志を尊重しながら，心の余裕とゆとりを
持って行きたいなと思いました。」「子供を育ててい
るのではなく，自分が親として人間として育てても
らっているという意識を持ち，自分も成長していけ
たらいいなと思いました。」この記述は，人格形成
観についての説明により，保護者において保育への
意欲が強まるだけでなく，自ら親として人間として
成長していこうとする意欲も生じたことを示してい
るといえる。
　人格形成観についての説明が目指す意識を生じさ
せたといえる，次のような保護者の記述もある。「“園
が目指す方針”を今まで聞いても，ピンとこないで
ありきたりの内容のように感じていました。今回の
講演で死ぬ時に『幸せな人生だった』を目指す本当
に大事な大事な教育をして下さっているんだと認識
しました。出席して良かったです。」この記述は，
人格形成観についての説明により，園の保育に関す
る価値実感が大きなものになった保護者がいること
を示しているといえる。
　保育目標の背景にある人格形成観についての説明
と共に，発達支援観についての説明により，目指す
意識が生じていることを示しているといえる保護者
の記述がある。ある保護者はいう。「Ａ幼稚園では
生きる力を育て，家庭では子供の“すばらしいとこ
ろ”を見出せる様日々子供たちと向き合い，ときに
背中を見守ってゆきたいと思いました。」
　ある保護者は，Ａ幼稚園の実施する教育には，「自
ら学び，自立に向かう助けが沢山あり」，その姿が「本
来人間のあるべき姿です」と述べている。そして，
「それを再かくにんすることができ，良かったです」
と言っている。再確認された沢山の助けと先生や子
どもたちの姿は，具体的保育実践によってこそ確認
されるものである。これらの記述内容は，具体的保
育実践を示すことが，目指す意識を生じさせたこと
を示しているといえる。
　以上から，講演会の講師及び内容によって，目指
す意識が生じた実際を確認できた。
４．総括と本研究の限定性に関する考察
　実効のある保育目標とは，「教育基本法の観点，
すなわち，教育あるいは人生の目的という観点から
納得でき」，「学校教育法の観点，すなわち，５領域
にわたる幼児の心身の発達を助長するという観点か
ら納得でき」，「保育の実際に対応する」保育目標で
ある。本研究の目的は，この実効のある保育目標を
すでに明確化している私立幼稚園において，アク
ション・リサーチにより，次の到達点に至ることの
できる保護者への説明手順の開発を行うことであ
る。その到達点とは，出席保護者の過半数が，それ
らの保育目標に価値を実感したり保育にかかわる意
欲や前向きさを示したりするということである。
　そのアクション・リサーチの計画は，次の通りで
ある。講演会の講師は，その園の実効のある保育目
標明確化で協働した保育目標研究者（今回は執筆者）
とする。配付資料には，背景にある教育基本法の幼
児教育の目的と学校教育法の幼稚園教育の目的・目
標についての説明内容と，その内容を背景に持って
成立する実効のある保育目標のすべてを示す。この
配付資料に沿って説明を進める際，保育目標それぞ
れについて説明する時には，必ずその達成のための
具体的実践例をあげる。これらを基本部分とした上
で，対象私立幼稚園からいただいた講演時間と園の
状況に応じて，実際の講演内容は構成する。なお，
今回の講演では，その基本部分に加えて，保育目標
を総括してその全体像を簡潔に表現するものとし
て，目指す子ども像も示した。そして，講演実施後
には，前述の到達点に至ることができたことをアン
ケート調査により確認する。
　このアクション・リサーチでは，対象私立幼稚園
において，目指すところに到達できたことと，講演
会の講師及び内容によって目指す意識が生じた実際
を確認できた。目的とした説明手順は，開発できた
と考えられる。前述の講演構成の仕方とその実施が
それである。
　ここにおいて，本アクション・リサーチの限定性
について考察する。
　まず，説明の対象についてである。この度の講演
会は，母親集団を対象にしたものである。保護者と
して幼稚園にかかわっているのは，多くの場合，母
親であると考えられ，本リサーチで開発した手順は，
対象を指定しない講演会の場合，同様な結果が生じ
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る可能性は十分にあるといえる。しかし，対象が，
例えば父親集団である場合，一般に，母親より幼稚
園とのかかわりが少なく，園への関心についても，
園への協力姿勢についても，異なることが予想され
る。したがって，本リサーチで開発した手順は，あ
くまで，母親集団を対象にした場合のものであると
考えられる。
　次に，説明する講師についてである。多くの園に
おいてこの講演会を実施しようとすれば，園の設定
時間で講演を行う場合が生じる。したがって，講師
は，園からいただける講演時間と園の状況に応じて，
実際の講演内容を構成する必要がある。そうした中
で，本研究で設定した到達点に至るためには，講師
になる保育目標研究者には，次のことが求められる
といえる。人格完成に至る過程についての自らの見
解を持つ，その園の保育目標と保育実践を関係づけ
ることができる，保育目標全体から子ども像を簡潔
に表現できる。少なくともこれらのことのできる保
育目標研究者が講師になることが，本アクション・
リサーチで設定した到達点に至ることのできる必要
条件であると考えられる。
　本研究で開発した保護者への説明手順について
は，母親を主対象とする他園での講演会においても
実施して，再検討し発展させることが，今後の課題
であると考えられる。また，父親集団を対象にした，
実効のある保育目標に関する説明手順を開発するこ
とも，今後の課題である。
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